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( 1 4 )  
を
No.36 (2006) 愛知県立芸術大学紀要







































































































































































































































































































































( 1 5 ) 
と
「大底勿部将軍功徳記」 と 天徳山石踏の唐代窟 に つ い て
天 龍 山 石窟唐代窟内 の 構成 ・ 規模の概略
lil! 北壁 （正壁） 耳ill£ （左:!1£) 西壁 （右壁） 結 （主室） 内 寸 法
4 羅漢 ・ 中尊 · f.lll漢 菩磁立像 ・ ！協侍 菩磁立（象 ・ 脇f'# l 辺約 1 .4m、 高 さ 1 .9111の正方Jf�
5 中尊 脇侍 ・ （比丘 ？ ） l協侍 中高 1 .4111、 高 さ 1 .3111の仏命｝�
6 羅漢 ・ 中尊 ・ 縫漢 蓄量産 立像 ・ 仏情 像 ・ 脇｛寺 脇｛寺 ・ 仏坐｛象 ・ 脇侍 l 辺 約 l .3m 、 高 さ i .8m の 方 形（門 口 両国tlに仁王）
7 緩漢 中 尊 ・ 羅漢 脇侍 脇｛寺 幅90cm、 奥行70cm、 高 さ l .2mの方形
9 （上層） 大仏情像 （下宿） 十一面観音立像 （下問） 普賢 ・ 文殊 上 下 二 層 構造 、 大 仏 ｛奇 像 は 高 さ7.3111. 十一面観音立像は高 さ 6 m
I I  羅漢 ・ 中尊 ・ 羅漢 菩薩 ・ 仏｛奇像 仏坐像 ・ 菩薩 幅70cm、 奥行84cm、 高 さ 90cmの方形
1 2  羅漢 ・ 中尊 ・ 羅漢 脇侍 ・ 中尊 ・ j協侍 脇｛寺 ・ 中尊 ・ 脇侍 幡 l .4m、 奥 行 l .2m、 高 さ l .7mの方 形 （門 口 向。111に舎利塔）
1 3  脇侍 ・ 中尊 ・ 脇侍 幅G3cm、 高 さ 75cmの仏命形
1 4  脇侍 ・ 中尊 ・ 脇侍 l協［寺 ・ 中斡 （菩薩半蜘） 中尊 （菩薩半釧） ・ 脇｛寺 直径3.Gmの 円 形
1 5  脇侍 ・ 中事事 ・ 脇侍 l協｛寺 ・ 中毒事 ・ 脇待 脇｛寺 ・ 中事事 ・ 脇侍 幅 2.4m、 奥 行 2 . l m、 高 さ 2. l m の方形 （門 口 両恨ljに仁王）
！ ？  脇侍 ・ 中尊 ・ 脇f寺 脇侍 （坐像） ・ 脇侍 （立像） ・ 中 脇侍 （坐｛融） ・脇待 （立像） ・ 中 煽 2.0m、 奥行 2.0m、 高 さ 2. l m の尊・脇侍 （立像） 脇侍 （坐像） 毒事 ・ 脇侍 （立像） ・ 脇侍 （坐像） 方形 （ 門 口 両 側 に 仁王）
1 8  脇侍 （坐像） ・ 脇侍 （立像） ・ 中 脇｛寺 （立像H I �侍 （坐像） ・ 中 脇侍 （坐像） ・ 中 毒事 ・ 脇侍 幅2. l m. 奥行2.6mの方形車事・脇侍 （立像HIS侍 （坐像） 尊 ・ 脇侍 （坐像） ・ 脇侍 （立像）
1 9  （東壁） 経漢 ・ 中毒事 ・ 緩淡 （筒:!1£） 菩 議 ・ 仏｛奇像 （北壁） 仏坐像 ・ 菩薩 繍 l .2m、 奥行 l . I mのほぼ円形
20 （東箆） 経 j業 ・ 中尊 ・ 緩淡 （南\l;\:） 菩盛 ・ 仏僑像 ・ 文殊 （北壁） 普賢 ・ 仏 ・ 蓄量産 直径 3 mの 円 形
2 1  2事侍 ・ 中尊 ・ 脇侍 脇侍 ・ （中尊 ？ ） ・ 脇侍 脇侍 ・ （中尊 ？ ） ・ 脇侍 幅2.4m、 奥行2.6m、 高 さ 2.7mの方形
表 l
参考 林良一 ・ 鈴木潔 「天竜山石窟の現状J （『仏教芸術』 1 4 1 号、 I 987 年） 、 李裕群 ・ 李鋼編 『天徳山石窟』 （科学出版社. 2003 年 ） 。



























































































































































































































( 1 6 )  
愛知県立芸術大学紀要 No.36 (2006) 
表 2 唐代窟造営年代 の 主な見解 （諸家別）
ム：
4 5 6 7 9 I I  1 2  1 3  1 4  1 5  1 7  1 8  1 9  20 2 1  主な論文 ・ 書籍等
唐前 唐前 唐前 唐前 唐前 唐後 唐後 。
期 期 期 期 期 期 期 the flfih 印 the four 
Osvald Siren (700- (700- (700- (700- (700- (7 1 0- (7 1 0- teenth century 
7 1 0  7 1 0  7 1 0  7 1 0  7 1 0  720 720 vol I ～ IV , LONDON 
年） 年） 年） 年） 年） 年） 年） ( 1 925) 
玄宗 開元 開元 「 唐 代 の 仏 像 彫 刻 J5 窟 に 則天 5 窟 に （上） 関 元 末 開元 げ仏教芸術』 仏 1 950
接近 し 期、 接近 し 五代、 (713- 朝 (74 1 初 (7 13- 年‘ 『中 国 の仏教美術』水野清一 た 8 世 700年 た 8 世 唐 （下） 741 唐 唐 (7 1 2- 唐 年） に (713- 唐 唐 741  平凡社、 1 968年所収入
紀初 代初 紀初 唐 年） 頃 756 及ん 723年 年） 頃 但 し 、 4 窟 と 6 窟 が混年） だか 頃） 同 し て い る ．
則 天 則 天
玄宗 「新収品研究 ・ 紹介末年 末年 初葉 旧 長尾氏蔵薬師知来坐
西川新次 頃 頃 (7 1 3  像 と 天竜山如来筒像J(700 (700 
年前 （ 『 MUSEUM 』 l I l 、年前 年前 後） 1 960年｝ ．後） 後｝
山本智教 8 世紀 7 世紀 8 世紀 8 世紀 7 世紀 7 世紀 7 世紀 8 世紀 8 世紀 8 世紀 8 世紀 8 世紀 「天龍山石窟」 （ 『密教初 末 初 初 末 末 末 初 初 初 中 頃 初 文化』 55号、 1 9 6 1 年） 。
THE SCULPTURE 
（東西 OF T'IEN LUNG SHAN 
開 元 ・ 開元 ・ 開元 ・ 開元 ・ 壁） 開 開元 ・ 開元 ・ 長安
: RECONSTRUCTION 
開元 開 元 開元 天宝 天宝 天宝 開元 天宝 夫宝 元半ば 天宝 天宝 3 －景 AND DATING 貼RRY (730年 ART/BUS ASIAE 
VANDE町TAPP凹 ・ 後半 末 後半 年間 年間 年間 半ば 年間 半ば 頃） 、 年間 年間 飽 2 27-3 ( 1 965) . 
MARYLIN 由也 (730 (740 (730 (7 1 5- (7 1 5” (7 1 5- (725 (71 5- (750 （北壁） (7 15- (7 1 5- (703- A T'ang-Perriod 年頃） 年） 頃 年頃） 750年 750年 750年 年頃） 750年 年頃） 開元末 750年 750年 7 1 1  Stele lnscnption Cave の間） の問） の問） の問） (735年 の間） の間） 年） XX! at  Tien-lung Shari’ 
頃） Arch iv，田 of Asian 




680- 680- 7 1 0  700- 730- 7 1 0年 7 1 0『 論」 （ 『町 田 申 ー先生古
鈴木潔 700年 700年 720年 7 1 0年 750年 頃、 720年 稀記念会編 論鍛仏教
頃 頃 代 頃 頃 （北壁） 代 美術史』 吉川 弘文館、




673- 673- 673 673- 681 - 681 - 68 1 - 681- 681- 681 - 673- 681 - 681 - 68 1 - 68 1 - （ 『考古学報』 1 992年 1李裕群 68 1 年 68 1 年 681 年 6 8 1 年 704年 704年 704年 704年 704年 704年 681年 704年 704年 704年 704年 期 ） 。 『 天 竜 山 石 窟 』（科学出版社、 2003年．
李鋼 と の共著） 。
容宗
中 宗 中 宗 中 宗 弱 か ら 1 8窟 2 1 窟 開元 『天砲山石窟的再省勤朝 朝 朝 開元 に遅 にす ぐ 初 （『中央研究院歴史語言顔嫡英 (705- (705 (705- 初 れ て に続 く (713  研究所会議論文集之四7 1 0  7 1 0  7 1 0  (7 1 0- 造営 （開元 年頃） 中 国考古学之整合研年） 年） 年） 7 1 3年 初） 究』 1 997年） ．
頃）
1 4窟
開元 8 世紀 よ り も 開 元早 い I階 ・ 唐の石窟彫刻」年間 初 開 元 (713- （ 『世界美術大全集 東曽布川寛 (7 1 3- (690- 年間 741  洋編 4 階 ・ 唐』 小学74 1 704 (7 1 3- 年） 初 館、 1 997年） 。年） 年） 741 頃
年）
鼠 も 遅 巌 も 遅
700年 700年 4
. 5 < 750 く 750 『中国 の仏教美術ー後
久野美樹 窟に 年頃 年頃 漢 代 か ら 元 代 ま で 』頃 頃 続 く ま で に ま で に （東1言堂． 1 999年〉 。
は造立 は造立
( 1 7 )  






























































































































































































































































































































































( 1 8 ) 
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( 1 9 ) 
「大唐勿部将箪功徳記」 と 天纏山石腐の唐代窟 に つ い て
みたい。
注





























































































































































































































































































































































( 20 ) 
No.36 (2006) 愛知県立芸術大学紀要









































































































































） 1 2 （ 
李裕群は、
天龍山
石窟草
創にあたる、
皇建年間
（五六O
） 建立
の天
龍寺を、
西峰
の第
十六窟と
見な
して
いる
（前掲注同、
李 裕群
・李鋼編
著『
天龍山
石窟
』）。
筆者も
この
意 見に賛
成である
（前掲注川、
拙稿
「天龍山
石窟北斉
窟に関
する
一考察」
）。
